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論文内容の要旨
非線形 Schr・ödinger 方程式は量子力学における多体問題の近似、あるいはプラズ、マ物理学やレーザーの理論など






















量子力学に従がう多体粒子系において、相互作用を平均場でおきかえたものが Har廿ee-Fock 型の Schr・ödinger 方
程式系であり、それを単独化したものが Har廿ee 型、非線形項を局所化したものが中型の Schrödinger 方程式であ
る o これらは分散型といわれる方程式の族に含まれ、解はいくつかの保存則を保ちながら、いくつかのかたまりに分
かれて遠方に移動する。 Hartree 方程式の場合、相互作用が Coulomb 力の場合、時間無限大での解の挙動が線形の
場合から本質的にずれる。これが Ginibre-Oza wa および Hayashi-Naumkin の非線形長距離散乱の理論で、あるo 本
研究はこれらの議論を本質的に簡略化することによって、解の漸近展開が成り立つこと、およびそれらの項を求める
手続きを与えたものであって、非線形偏微分方程式論に対する寄与も大きく、博士(理学)の学位論文として十分価
値あるものと認める。
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